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	課題107
	光海底ケーブルにおける空間多重技術の高度化に向けた 次世代の給電方式を用いた超長距離大容量伝送システムに関する研究開発
	１．研究開発課題
	２．背景及び課題
	３．内容
	４．アウトプット目標・アウトカム目標
	5．採択件数、研究開発期間及び研究開発予算等
	採択件数　  ：1件
	研究開発期間：契約締結日から2028年度（202７年度後半に実施するステージゲート評価を踏まえ、継続の必要性等が認められた場合には、最長で2028年度まで継続予定。認められなかった場合当該年度末で終了。）
	研究開発予算：総額で３億円（税込）を上限とし、2026～2027年度の累計額上限を２億円（税込）とする。（提案の予算額の調整を行った上で採択する提案を決定する場合がある。ステージゲート評価や革新的情報通信技術（Beyond 5G（6G））基金事業の後年度予算の状況等により、各年度の研究開発予算を変更する場合がある。）
	研究開発体制：単独の提案も可能であるが、産学官連携等による複数の実施主体からなる体制とすることを推奨する。その際、社会実装を考慮した体制とすること。
	6．提案に当たっての留意点
	 研究開発項目１から３の研究開発項目を一つの提案書にまとめて提案すること。
	 提案書には、ステージゲート評価後2028年度まで実施することを仮定して、2028年度までの計画を記載すること。
	 具体的目標に関しては、202７年度後半のステージゲート評価を受ける際の中間目標と、当該評価で継続が認められた場合の最終目標について、定量的に提案書に記載すること。
	 本委託研究で研究開発する技術について、具体的にBeyond 5Gの実現に当たりいつ頃どのような分野のどのような知的財産の取得が期待できるのか、何件程度の特許出願を目指すのか、また、知的財産の取得とともに標準化活動の推進も重要であることから、いつ頃どのような分野のどのような標準の策定が期待できるのか、どのような標準化活動を推進するのか等について提案書に記載すること。
	 外国の民間企業や大学等との連携体制が構築できている又は計画している場合には、具体的な連携の方法について提案書に記載すること。
	 実施体制については、本研究開発の目的に則した実施体制を構築することとし、それぞれの役割を明記すること。
	 研究開発の実施に当たっては、関連する要素技術間の調整、成果の取りまとめ方等、研究開発全体の方針について幅広い観点から助言をいただくとともに、実際の研究開発の進め方について適宜指導をいただくため、国立研究開発法人情報通信研究機構（以下「機構」という。）の研究者、学識経験者、有識者等を含んだ研究開発運営委員会等を開催すること。
	 本研究開発成果の社会実装に向けて、到達目標の項目に記載されたマイルストーンを意識しつつ、具体的な時期（目標）、体制、評価方策等を記載すること。その際、本研究開発が対象としているシステムのデモンストレーションや、それら成果を用いたより高度な研究開発活動あるいは通信事業が、持続的に発展するためのライフサイクル計画等についても記載すること。
	 研究開発成果の情報発信を積極的に行うこと。
	7．運営管理
	 複数の機関が共同で受託する場合には、代表提案者が受託者間の連携等の運営管理を行い、受託者間調整会議を定期的に開催すること。
	 機構と受託者の連携を図るため、代表提案者は、機構の指示に基づき研究開発の進捗状況などについて報告すること。また、我が国の空間多重ファイバ技術及び光海底ケーブルシステムに関する研究を俯瞰した取組となるよう、可能な場合には、機構との間で共同研究による連携や革新的情報通信技術(Beyond 5G(6G))基金事業による他の委託研究との連携を行うこと。
	 社会情勢や研究環境の変化等、必要に応じて、機構が研究計画書を変更する場合があるので、留意すること。
	8．評価
	 2027年度後半に評価委員会による評価（ステージゲート評価）を実施し、継続の必要性等が認められた場合には、最長で2028年度まで研究開発を継続する。なお、ステージゲート評価の結果を踏まえ、委託研究の中止、縮小、実施体制の変更等を判断する場合がある。
	 機構は、研究開発終了時に終了評価を実施する。
	 機構は、本委託研究終了後に成果展開等状況調査を行い、追跡評価を行う場合がある。
	 機構は、上記以外にも本委託研究の進捗状況等を踏まえて、臨時にヒアリングを実施することがある。
	9．成果の社会実装等に向けた取組
	 Beyond 5Gの実現を支える技術として、空間多重ファイバ技術の研究開発状況と光海底ケーブルシステムの進展状況知的財産戦略及び標準化戦略、さらには社会実装と海外市場への展開戦略を記載すること。
	 社会実装・海外展開に向けた事業計画を明確とすること（委託研究後の事業化等に向けた取組を明確にする）。
	 上記の社会実装・海外展開を実現するため、提案に先立ち、事業計画を練り、その実現に向けた研究開発提案を検討すること。また、必要に応じて、成果発表やそれに留まらずコミュニティ先導のための国際ワークショップや国内セッション開催、展示、標準化等を行うこと。
	 空間多重ファイバ技術の研究開発状況と光海底ケーブルシステムの進展状況を考慮しつつ、社会実装に向けた出口戦略を立案すること。
	 以上の出口戦略を実現するため、本委託研究で得られた成果の権利化、対外成果発表を通して、課題の技術開発方針の妥当性を検証しつつ、成果の普及・社会実装等に向けて必要な取組を行うこと。
	 産学官連携体制の構築、研究開発の成果を参加企業等が社会実装に向ける枠組み形成に努めること。

